
より安全な自動車の開発に役立てるために，衝
突時の乗員／歩行者に発生する傷害をコンピュー
タで予測・評価可能な計算モデルを開発中であ
る。Fig. 1に第1フェーズとして開発済みの乗員
( 米人男性平均50％タイル ) モデルの概要を示す。
本計算モデルは，人体の形状および力学特性 ( 骨
の強度や皮膚の軟らかさ ) を有限要素法により忠
実に模擬しており，以下の特徴を有する。
(1) 人間の体を骨，皮膚，靭帯等で構成( 除く内臓）
(2) 関節部は靭帯や腱等を含め詳細にモデル化

(3) 自動車の開発に実用的な計算時間レベルにな
るように，解析対象の傷害発生予測部位のみ
を詳細にモデル化し，全体はラフにモデル化
する等の工夫がなされている。
Fig. 2, 3に，本計算モデルによる計算結果と屍体

実験結果１，２）との比較を示す。この例に示すように，
体の各部位毎に屍体を用いた実験結果と本計算モデ
ルの計算結果を比較，検討することにより，本計算
モデルの妥当性( Biofidelity ) を確認した。
今後，本計算モデルを車両衝突モデルと組み合

わせ，より安全な自動車／部品
の設計開発への実用展開を図る
と共に，小柄な女性や歩行者の
計算モデルについても開発して
いく。また筋肉や内臓，脳等の
軟組織モデルを順次開発し，Fig. 1
に示した全身骨格モデルに組み
込んでいく予定である。
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Fig. 2 Validation results of thorax on side impact. 
- Cadaver data from Bouquel, et al.１）

Fig. 3 Validation results of abdomen on frontal impact.
- Cadaver data from Cavanaugh, et al.２）

Fig. 1 Finite element model of human body.
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